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台東区子供歴史・文化検定 
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問１．正解 エ  

アの鎌倉
かまくら

幕府
ば く ふ

は源 頼 朝
みなもとのよりとも

が鎌倉に、イの室町
むろまち

幕府は足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

が京都に開きまし

た。織田信長は安土
あ づ ち

に城を築
きず

きましたが、幕府は開いていません。（第三版１８

頁、第四版１７頁） 

 

 

問２．正解 ウ  

アについて、浅草公園地は１８８４（明治１７）年に全部で７区に区分されたも

ので、７区はのちに除外
じょがい

されました。六区はジャズやロックとは無関係の名称
めいしょう

で

す。イについては、通称
つうしょう

は十二階、正式には凌雲閣
りょううんかく

といい、高さは５２メート

ル、１０階までは八角形のレンガづくり、１１～１２階は木造
もくぞう

でした。当初は８階

までのエレベーターがありました。大正時代の関東
かんとう

大震災
だいしんさい

で損傷
そんしょう

し撤去
てっきょ

されてし

まいました。エは、明治政府
せ い ふ

は１８７８（明治１１）年に東京府を１５区に分け、

この時に下谷区と浅草区が誕生
たんじょう

しました。その後、太平洋戦争を経
へ

た１９４７

（昭和２２）年に両者が合併
がっぺい

して台東区となりました。（第三版３４～３５・

３９・４２頁、第四版３２～３３・３６・３８頁）  

 

問３．正解 イ  

「猿若
さるわか

」とは、初期歌舞伎
か ぶ き

で滑稽
こっけい

なものまねなどを演
えん

じた役柄
やくがら

（道化役
どうけやく

）や、そ

れを主人公とした歌舞伎狂言
かぶききょうげん

などのことです。したがって、「猿若町
さるわかまち

」とは「芝
しば

居
い

町
まち

」という意味です。（第三版２７頁、第四版２５頁） 

 

 

問４．正解 ア  

「疎開
そ か い

」とは、敵襲
てきしゅう

や災害
さいがい

などによる損害
そんがい

を少なくするため、都市部などに集

中している物や人を、いろいろな地域
ち い き

に分散させることです。現在
げんざい

の台東区にあた

る地域では、下谷区の小学校は福島県、浅草区の小学校は宮城県に「学童疎開」し

ました。しかし、１９４５（昭和２０）年３月９日～１０日にかけての東
とう

京
きょう

大
だい

空
くう

襲
しゅう

により、卒業式と進学を目前に東京に戻
もど

っていた６年生の中で、命を失った児

童が出ました。また、自分は疎開していても、この大空襲で家族を失い、孤児
こ じ

とな

ってしまった児童も多くいました。（第三版４１頁、第四版３８頁） 
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問５．正解 イ  

摺鉢山
すりばちやま

は摺鉢を伏
ふ

せた姿
すがた

に似
に

ていることから名付けられました。頂 上
ちょうじょう

の標高

は約２３メートルです。（第三版１４頁、第四版１３頁） 

 

 

問６．正解 イ  

１８７３（明治６）年、政府
せいふ

により設置
せっち

された公園は全部で５カ所です。上野

寛永寺
かんえいじ

の寺域
じいき

を上野公園、浅草寺の寺域を浅草公園、芝
しば

の増上寺
ぞうじょうじ

の寺域を芝公園、

深川永代寺
えいたいじ

（富
とみ

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の別
べっ

当寺
とうじ

）の寺域を深川公園、江戸
え ど

時代以来の行楽地であ

った飛鳥山
あすかやま

を飛鳥山公園としました。井の頭
かしら

公園は１９１７（大正６）年に日本最

初の郊外
こうがい

公園として開園されました。水が豊富に湧
わ

くということで知られ、井戸の

トップ（水源
すいげん

）という意味で、「井の頭」と命名されたともいわれます。（第三版

３２頁、第四版３０頁） 

 

 

問７．正解 ア  

貝塚
かいづか

があることから、上野
うえの

桜木
さくらぎ

のある上野台は海に近く、人が住んでいたことが

分かります。（第三版１５頁、第四版１５頁） 

 

 

問８．正解 ア  

古
こ

墳
ふん

時代の人々は、地面を掘
ほ

り下げ、柱を立てて、ワラやカヤなどで屋根をふい

た、竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

に住んでいました。イの長屋は江
え

戸
ど

時代、ウの文化住
じゅう

宅
たく

は大正時代

から建てられ、エのアパートメントハウス（アパート）が最初に建てられたのは明

治時代のことです。（第三版１４～１５頁、第四版１４頁） 

 

 

問９．正解 エ  

アメ横は終戦直後の混
こん

乱
らん

した時代に生まれた商店街です。アの仲見世とウの浅草

広
ひろ

小路
こうじ

は江戸
え ど

時代にすでに商店が立ち並
なら

びにぎわっていました。イの佐竹
さたけ

商店街
しょうてんがい

は戦前から賑
にぎ

わいがありました。（第三版４２頁、第四版３８頁） 
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問１０．正解 ウ  

玉川
たまがわ

上水
じょうすい

は１６５３（承応
じょうおう

２）年に玉川兄弟が多摩川
た ま が わ

上流にある羽村から四谷

大木戸までの約４３キロを、標高差９２メートルを利用して水を引いたものです。

江戸
え ど

市中には現在
げんざい

の水道管に当たる樋
とい

を用いて水を供 給
きょうきゅう

しました。（第三版４８

～５０・６０・６９頁、第四版４３～４５・５５・６３頁） 

 

 

問１３．正解 ウ  

瓦版
かわらばん

は、江戸
え ど

時代から明治時代にかけて数多く摺
す

られた、現在の新聞や雑誌な

どにあたる大衆
たいしゅう

向けの印刷物でした。（第三版６７～６８頁、第四版６１～６２

頁） 

 

 

 

 

問１１．正解 ア  

東京は明治時代の末期にたびたび大洪水
だいこうずい

に見舞
み ま

われ、浅草なども大きな被害
ひ が い

をこ

うむりました。その対策
たいさく

として隅
すみ

田川
だ が わ

の水量を減
へ

らすために赤羽
あかばね

から下流へ向かっ

て荒川
あらかわ

放
ほう

水路
す い ろ

がつくられました。現在
げんざい

は荒川と呼
よ

ばれています。（第三版６５頁、

第四版６０頁） 

 

 

問１２．正解 エ  

「太郎
た ろ う

稲荷
い な り

」は、江戸
え ど

時代に生まれた流行
は や り

神
がみ

の中でも代表的なもので、浅
あさ

草
くさ

田
たん

圃
ぼ

にあった柳川藩立花家の下屋敷の鎮守（その家や地域を守るためにまつられた神）と
やながわはんたちばなけ しもやしき ちんじゅ ち い き

して、国元（その大名の領地
りょうち

）から勧請
かんじょう

（神仏
しんぶつ

を分霊
ぶんれい

してまつること）してつく

られた神社です。多くの流行神は、一時的に人々の信仰
しんこう

を集め、時期を過
す

ぎると一

気に衰退
すいたい

していきましたが、中には入谷の太郎稲荷神社のように、現在
げんざい

も地域の

人々などに親しまれ、残っているものもあります。（第三版６０頁、第四版５４

頁） 
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問１４．正解 ア  

区内には、寛永寺
かんえいじ

と浅
せん

草寺
そ う じ

に「時
とき

の鐘
かね

」があります。現在でも毎日、寛永寺は朝

夕６時と正午、浅草寺は朝６時に鳴らされています。（第三版６７頁、第四版５６

～５７頁） 

 

 

問１５．正解 エ  

段ボールが日本で使われるようになるのは、明治時代以降のことです。（第三版

５８頁、第四版５２～５３頁） 

 

 

問１６．正解 エ  

ペットボトルは便利な容器
よ う き

で広く普及
ふきゅう

していますが、日本で最初に使われたのは

１９７７（昭和５２）年で、比較的
ひかくてき

歴史
れ き し

の浅い工業製品
せいひん

です。（第三版７９・８１

頁、第四版７２・７４頁） 

 

 

問１７．正解 エ  

つげ櫛
ぐし

は、静電気が起きにくく、髪
かみ

や地肌にも優
やさ

しいということから、昔から愛

用されてきました。（第三版７５頁、第四版６９頁） 

 

 

問１８．正解 ウ  

台東区生涯
しょうがい

学習センターのあるかっぱ橋商店街の通りには、かつて新堀川
しんほりかわ

とい

う川が流れていました。しかしこの川はよく氾濫
はんらん

したことから、この川を広げる工

事を行ったのが 合羽屋喜八
か っ ぱ や き は ち

という人物で、またこの時に隅
すみ

田川
だ が わ

のかっぱたちが協

力したという伝説もあります。この新堀川は多くの荷下ろし場所として利用された

ことから、現在
げんざい

は、飲食店向けの道具などを扱
あつか

う道具街に発展
はってん

しました。（第三

版１１２～１１３頁、第四版１０１～１０２頁） 
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げんざい

も地域の

人々などに親しまれ、残っているものもあります。（第三版６０頁、第四版５４

頁） 

 

 
 

4 

 

問１４．正解 ア  

区内には、寛永寺
かんえいじ

と浅
せん

草寺
そ う じ

に「時
とき

の鐘
かね

」があります。現在でも毎日、寛永寺は朝

夕６時と正午、浅草寺は朝６時に鳴らされています。（第三版６７頁、第四版５６

～５７頁） 

 

 

問１５．正解 エ  

段ボールが日本で使われるようになるのは、明治時代以降のことです。（第三版

５８頁、第四版５２～５３頁） 

 

 

問１６．正解 エ  

ペットボトルは便利な容器
よ う き

で広く普及
ふきゅう

していますが、日本で最初に使われたのは

１９７７（昭和５２）年で、比較的
ひかくてき

歴史
れ き し

の浅い工業製品
せいひん

です。（第三版７９・８１

頁、第四版７２・７４頁） 

 

 

問１７．正解 エ  

つげ櫛
ぐし

は、静電気が起きにくく、髪
かみ

や地肌にも優
やさ

しいということから、昔から愛

用されてきました。（第三版７５頁、第四版６９頁） 

 

 

問１８．正解 ウ  

台東区生涯
しょうがい

学習センターのあるかっぱ橋商店街の通りには、かつて新堀川
しんほりかわ

とい

う川が流れていました。しかしこの川はよく氾濫
はんらん

したことから、この川を広げる工

事を行ったのが 合羽屋喜八
か っ ぱ や き は ち

という人物で、またこの時に隅
すみ

田川
だ が わ

のかっぱたちが協

力したという伝説もあります。この新堀川は多くの荷下ろし場所として利用された

ことから、現在
げんざい

は、飲食店向けの道具などを扱
あつか

う道具街に発展
はってん

しました。（第三

版１１２～１１３頁、第四版１０１～１０２頁） 
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5 

 

 

問２１．正解 イ  

蔵前
くらまえ

橋は隅
すみ

田川
だ が わ

にかかっていますが、浅草橋、柳
やなぎ

橋は神田川にかかっていま

す。隅
すみ

田川
だ が わ

にかかる都内の橋は、鉄橋や首都高などを除
のぞ

いて、新神谷
しんかみや

橋から築地
つき じ

大橋まで現在は２６を数えます。（第三版９５～９７頁、第四版８５～８７頁）  
げんざいおお はし

 

 

問２２．正解 イ  

舟を使うと荷物をたくさん運ぶことができました。江戸
え ど

時代には堀割
ほりわり

（用水路や

排水
はいすい

路
ろ

）や土手（堤防
ていぼう

）などがつくられ、台東区内には川や水路が網
あみ

の目のように

流れていました。（第三版８９～９０頁、第四版８０～８１頁） 

 

 

 

 

問１９．正解 イ  

トロリー（英ｔｒｏｌｌｅｙ）とは、一般的
いっぱんてき

には台車や手押
て お

し車を意味する語で

すが、この場合は集電装置
そ う ち

の先端
せんたん

にある「触輪
しょくりん

」のことを指しています。トロリ

ーバスは、日本国内では立山黒部の立山トンネルトロリーバスが２０２４（令和

６）年に廃止
は い し

されたのを最後に消滅
しょうめつ

していますが、海外ではいまだ使われている

ところがあり、チェコ共和国の首都プラハなどでは、かつて廃止されたトロリーバ

スが、排
はい

ガスを出さない交通手段
しゅだん

として改めて注目され、２０１８年より４６年ぶ

りに復活
ふっかつ

しています。（第三版８６頁、第四版７７～７８頁） 

 

 

問２０．正解 エ  

 第二次世界大戦前、隅
すみ

田川
だ が わ

を定期運航
うんこう

していた「一銭
いっせん

蒸気
じょうき

」は、吾妻
あ づ ま

橋から永
えい

代
たい

橋までを７つの区間に分け、１区間１銭で運航
うんこう

していました。ポンポン蒸気とも

呼
よ

ばれた「一銭蒸気」の愛称
あいしょう

は、広く親しまれ、料金改定後もそのままの名前で

呼ばれました。なお、１銭は１円の１００分の１にあたります。（第三版９０頁、

第四版８１頁） 

 

 
 

6 

 

 

問２７．正解 ウ  

将軍吉宗
よしむね

が催
もよお

した隅
すみ

田川
だ が わ

の水神祭に合わせて披露
ひ ろ う

された花火は隅田
す み だ

川
がわ

川開きの

花火の起源
き げ ん

になりました。戦争の事情
じじょう

で中断しましたが、１９７８（昭和５３）年

に復活しました。（第三版１２２頁、第四版１０９頁） 

 

 

 

問２３．正解 ウ  

門前町
もんぜんまち

が成立することによって、その周辺
しゅうへん

も発展し、市街地化
し が い ち か

がいっそう進む

という効果
こ う か

もありました。（第三版１０５頁、第四版９５頁） 

 

 

問２４．正解 ア  

七福神
しちふくじん

詣
もう

では現在
げんざい

でも人気のある行事で、お正月に多くの参詣
さんけい

者を集めていま

す。（第三版１１６頁、第四版１０４頁） 

 

 

問２５．正解 エ  

雷
かみなり

は、雷雨
ら い う

を伴
ともな

い、激
はげ

しい稲光
いなびかり

によって人々の恐怖
きょうふ

をあおり、さらには落雷
らくらい

による火災
か さ い

なども起こることから、人々に大変恐
おそ

れられてきた自然現象
げんしょう

のひとつ

です。特に近世以前は、災
わざわ

いの象 徴
しょうちょう

のひとつとしてとらえられていました。雷

除けは本来は赤いトウモロコシだったのですが、トウモロコシが不作だったためお

札に代わったものです。雷　除けの札は、雷だけでなく災いを避けるという意味でも
さ

人々に求められました。（第三版１２２頁、第四版１０９頁） 

 

 

問２６．正解 ウ  

年末の酉
とり

の市では「福を掻
か

きこむ熊
くま

手
で

」として、お多福
た ふ く

や千両箱
せんりょうばこ

、稲穂
い な ほ

などを

つけた熊手が縁起物として境内で売られています。（第三版１２４頁、第四版１１１
えんぎもの

頁）  

 

かみなり　よ
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問２１．正解 イ  

蔵前
くらまえ

橋は隅
すみ

田川
だ が わ

にかかっていますが、浅草橋、柳
やなぎ

橋は神田川にかかっていま

す。隅
すみ
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だ が わ

にかかる都内の橋は、鉄橋や首都高などを除
のぞ

いて、新神谷
しんかみや

橋から築地
つき じ

大橋まで現在は２６を数えます。（第三版９５～９７頁、第四版８５～８７頁）  
げんざいおお はし

 

 

問２２．正解 イ  

舟を使うと荷物をたくさん運ぶことができました。江戸
え ど

時代には堀割
ほりわり

（用水路や

排水
はいすい

路
ろ

）や土手（堤防
ていぼう

）などがつくられ、台東区内には川や水路が網
あみ

の目のように

流れていました。（第三版８９～９０頁、第四版８０～８１頁） 

 

 

 

 

問１９．正解 イ  

トロリー（英ｔｒｏｌｌｅｙ）とは、一般的
いっぱんてき

には台車や手押
て お

し車を意味する語で

すが、この場合は集電装置
そ う ち

の先端
せんたん

にある「触輪
しょくりん

」のことを指しています。トロリ

ーバスは、日本国内では立山黒部の立山トンネルトロリーバスが２０２４（令和

６）年に廃止
は い し

されたのを最後に消滅
しょうめつ

していますが、海外ではいまだ使われている

ところがあり、チェコ共和国の首都プラハなどでは、かつて廃止されたトロリーバ

スが、排
はい

ガスを出さない交通手段
しゅだん

として改めて注目され、２０１８年より４６年ぶ

りに復活
ふっかつ

しています。（第三版８６頁、第四版７７～７８頁） 

 

 

問２０．正解 エ  

 第二次世界大戦前、隅
すみ

田川
だ が わ

を定期運航
うんこう

していた「一銭
いっせん

蒸気
じょうき

」は、吾妻
あ づ ま

橋から永
えい

代
たい

橋までを７つの区間に分け、１区間１銭で運航
うんこう

していました。ポンポン蒸気とも

呼
よ

ばれた「一銭蒸気」の愛称
あいしょう

は、広く親しまれ、料金改定後もそのままの名前で

呼ばれました。なお、１銭は１円の１００分の１にあたります。（第三版９０頁、

第四版８１頁） 
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問２７．正解 ウ  

将軍吉宗
よしむね

が催
もよお

した隅
すみ

田川
だ が わ

の水神祭に合わせて披露
ひ ろ う

された花火は隅田
す み だ

川
がわ

川開きの

花火の起源
き げ ん

になりました。戦争の事情
じじょう

で中断しましたが、１９７８（昭和５３）年

に復活しました。（第三版１２２頁、第四版１０９頁） 

 

 

 

問２３．正解 ウ  

門前町
もんぜんまち

が成立することによって、その周辺
しゅうへん

も発展し、市街地化
し が い ち か

がいっそう進む

という効果
こ う か

もありました。（第三版１０５頁、第四版９５頁） 

 

 

問２４．正解 ア  

七福神
しちふくじん

詣
もう

では現在
げんざい

でも人気のある行事で、お正月に多くの参詣
さんけい

者を集めていま

す。（第三版１１６頁、第四版１０４頁） 

 

 

問２５．正解 エ  

雷
かみなり

は、雷雨
ら い う

を伴
ともな

い、激
はげ

しい稲光
いなびかり

によって人々の恐怖
きょうふ

をあおり、さらには落雷
らくらい

による火災
か さ い

なども起こることから、人々に大変恐
おそ

れられてきた自然現象
げんしょう

のひとつ

です。特に近世以前は、災
わざわ

いの象 徴
しょうちょう

のひとつとしてとらえられていました。雷

除けは本来は赤いトウモロコシだったのですが、トウモロコシが不作だったためお

札に代わったものです。雷　除けの札は、雷だけでなく災いを避けるという意味でも
さ

人々に求められました。（第三版１２２頁、第四版１０９頁） 

 

 

問２６．正解 ウ  

年末の酉
とり

の市では「福を掻
か

きこむ熊
くま

手
で

」として、お多福
た ふ く

や千両箱
せんりょうばこ

、稲穂
い な ほ

などを

つけた熊手が縁起物として境内で売られています。（第三版１２４頁、第四版１１１
えんぎもの

頁）  

 

かみなり　よ
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問２８．正解 ア  

節分
せつぶん

の行事には、お寺や神社などにより色々な方法があります。「鬼は外、福は

内」というかけ声が一般的です。（第三版１１７頁、第四版１０５頁） 

 

 

問２９．正解 エ  

まないた開きは、二匹の鯉
こい

をまないたにのせ、手を触
ふ

れずに長い箸
はし

と包丁で調理

する儀式
ぎしき

です。（第三版１１７頁、第四版１０４頁） 

 

 

問３０．正解 ア  

毎年１月８日に行われる行事で、竹をもった子供たちが「とんどとんど」といい

ながら地面をたたきます。正月飾
かざ

りを燃
も

やすこの火にあたると１年を元気に過ごせ

るともいわれています。（第三版１１６頁、第四版１０４頁） 

 

 

問３１．正解 エ  

台東区内には、自然、遺跡
いせき

、建物、所蔵物
しょぞうぶつ

等に多くの文化
ぶんか

財
ざい

が残されています。

（第三版１３０・１３９・１４２頁、第四版１１５・１２３・１２７頁） 

 

 

問３２．正解 イ  

駒形堂
こまがたどう

は何回か建てかえられていて、元禄
げんろく

時代までのお堂は川からお参りできる

ように隅
すみ

田川
だがわ

の方を向いて建てられていました。１９２３（大正１２）年の関東
かんとう

大
だい

震災
しんさい

で焼失
しょうしつ

したお堂
どう

は１９３３（昭和８）年に中尊寺
ちゅうそんじ

（岩手県平泉
ひらいずみ

）の金色堂
こんじきどう

にならって建て直されました。今のお堂は２００３（平成１５）年にさらに新しく

建てかえられたものです。（第三版１３１頁、第四版１１６頁） 
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問３３．正解 イ  

待
まつ

乳
ち

山
やま

聖
しょう

天
でん

は、正式には待乳山本
ほん

龍
りゅう

院
いん

といい、大根と巾
きん

着
ちゃく

（砂
さ

金
きん

袋
ぶくろ

）がシ

ンボルとなっています。大根は消化がよく栄養価
か

が高いところから健康
けんこう

増進
ぞうしん

・一家
い っ か

和合
わ ご う

のもと、巾着は金銀
きんぎん

財
ざい

宝
ほう

で商売
しょうばい

繁盛
はんじょう

を表しています。（第三版１２８～

１２９頁、第四版１１４頁） 

 

 

問３５．正解 ア  

岡倉
おかくら

天心
てんしん

は文明開化による西洋化の流れの中で、日本美術
びじゅつ

の復興に努め、海外へ

の日本文化の紹介
しょうかい

にも寄与
き よ

しました。（第三版１５７・１５８頁、第四版１４１

～１４３頁） 

 

 

問３６．正解 ウ  

黒田
く ろ だ

清輝
せ い き

は、近代日本洋画の父とも言われる人物です。１９２８（昭和３）年に

完成した黒田記念館は、当時の美術館
びじゅつかん

建築
けんちく

の様式で建てられました。その特徴
とくちょう

的

な外観と空間のデザインは改修
かいしゅう

後も引き継
つ

がれ、現在
げんざい

では登録
とうろく

有形
ゆうけい

文化
ぶ ん か

財
ざい

となっ

ています。（第三版１６１～１６２頁、第四版１４６頁） 

 

 

 

 

 

 

問３４．正解 ウ   

この文章に列記された特徴
とくちょう

は伊東玄朴
いとうげんぼく

の解説
かいせつ

です。伊東玄朴は西洋医学による

医療
いりょう

を行いました。特に天然痘
てんねんとう

を予防
よ ぼ う

する種痘
しゅとう

を実施
じ っ し

したことで知られます。墓
はか

は

谷中の天竜院
てんりゅういん

にあります。アの横山
よこやま

大観
たいかん

は区内に記念館もある明治～昭和の日本

画家。イは日本を代表する漫画家
ま ん が か え 　ど

。エは江戸時代中期の本草学者、戯作者の一人です。
げさく　 しゃ

（第三版１４９・１５０頁、第四版１３３頁） 
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）がシ

ンボルとなっています。大根は消化がよく栄養価
か

が高いところから健康
けんこう

増進
ぞうしん

・一家
い っ か

和合
わ ご う

のもと、巾着は金銀
きんぎん

財
ざい

宝
ほう

で商売
しょうばい

繁盛
はんじょう

を表しています。（第三版１２８～

１２９頁、第四版１１４頁） 

 

 

問３５．正解 ア  

岡倉
おかくら

天心
てんしん

は文明開化による西洋化の流れの中で、日本美術
びじゅつ

の復興に努め、海外へ

の日本文化の紹介
しょうかい

にも寄与
き よ

しました。（第三版１５７・１５８頁、第四版１４１

～１４３頁） 

 

 

問３６．正解 ウ  

黒田
く ろ だ

清輝
せ い き

は、近代日本洋画の父とも言われる人物です。１９２８（昭和３）年に

完成した黒田記念館は、当時の美術館
びじゅつかん

建築
けんちく

の様式で建てられました。その特徴
とくちょう

的

な外観と空間のデザインは改修
かいしゅう

後も引き継
つ

がれ、現在
げんざい

では登録
とうろく

有形
ゆうけい

文化
ぶ ん か

財
ざい

となっ

ています。（第三版１６１～１６２頁、第四版１４６頁） 

 

 

 

 

 

 

問３４．正解 ウ   

この文章に列記された特徴
とくちょう

は伊東玄朴
いとうげんぼく

の解説
かいせつ

です。伊東玄朴は西洋医学による

医療
いりょう

を行いました。特に天然痘
てんねんとう

を予防
よ ぼ う

する種痘
しゅとう

を実施
じ っ し

したことで知られます。墓
はか

は

谷中の天竜院
てんりゅういん

にあります。アの横山
よこやま

大観
たいかん

は区内に記念館もある明治～昭和の日本

画家。イは日本を代表する漫画家
ま ん が か え 　ど

。エは江戸時代中期の本草学者、戯作者の一人です。
げさく　 しゃ

（第三版１４９・１５０頁、第四版１３３頁） 
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問３８．正解 ア  

ロッシュは駐
ちゅう

日
にち

フランス公使
こ う し

、パークスは駐日イギリス公使、ゴローニンはロ

シアの軍艦
ぐんかん

「ディアナ号」の船長です。（第三版１６６頁、第四版１４９～１５０

頁） 

 

 

問３９．正解 イ  

東京には５つの目の色をした五色
ご し き

不動
ふ ど う

があり、五色とは目白・目赤・目黒・目

青・目黄の各不動のことです。現在の目白（豊島区）・目黒（目黒区）の地名は、

この五色不動にちなんだものです。（第三版１３５頁、第四版１２０頁） 

 

 

問４０．正解 イ  

葛飾
かつしか

北斎
ほくさい

は、勝川
かつかわ

春
しゅん

章
しょう

の弟子
で し

でしたが、破門
は も ん

されてしまいました。北斎は、

様々な画風
が ふ う

を学び、９０歳で亡くなるまでたくさんの作品を残しました。（第三版

１５４～１５５頁、第四版１３９頁） 

 

 

問４１．正解 ア  

江戸
え ど

時代中期に『誹風
はいふう

柳
やなぎ

多留
だ る

』という本を出して有名になりました。柄
から

井家
い け

は

代々、浅草新堀端
しんぼりばた

の地主でした。川柳
せんりゅう

という号は代々社中
しゃちゅう

で受け継がれ、現在は

１６世尾藤
び と う

川柳です。（第三版１６５頁、第四版１４９頁） 

 

 

 

問３７．正解 エ  

 

池波正太郎は１９２３（大正１２）年に生まれました。上野・浅草を故郷とし、
いけなみしょうたろう こきょう

江戸の下町を舞台とした数々の時代小説を残しました。台東区立中央図書館内には、
え ど ぶ たい

池波正太郎記念文庫が設けられています。（第三版１６９頁、第四版１５２頁） 
もう
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問４２．正解 ア  

テキストには写真も掲載
けいさい

されていますが、木製
もくせい

信号機は１９１９（大正８）年に

上野松坂屋前の広小路交差点に設置
せ っ ち

されたのが日本での始まりです。この標識板
ひょうしきばん

には「トマレ」「ススメ」とカタカナで書かれていて、当初は手動で標識板を回し

て用いていました。電灯式のものは昭和に入ってからのものです。（第三版１８８

頁、第四版１６８頁）   

 

 

問４３．正解 イ  

１８７２（明治５）年、外国人居留地
きょりゅうち

となっていた築地
つ き じ

において外国の要人をも

てなす場が必要とされたことから、ホテル築地精養軒
せいようけん

が開業しました。しかし、同

日に起こった銀座の大火で、築地精養軒は開業当日に全焼してしまいます。それで

も翌年
よくねん

には精養軒は再建
さいけん

され、明治９年には上野公園内に上野精養軒がオープンし

ました。その後上野精養軒は、日本で最初の本格
ほんかく

的な西洋式レストランとして、明

治期における洋食文化の中心的存在
そんざい

となっていきました。（第三版１７２頁、第四

版１５４頁） 

 

 

問４４．正解 エ  

不忍
しのばずの

池
いけ

では、１８９８（明治３１）年に自転車レース、１９０１（明治３４）

年にオートバイレース、１９０２（明治３５）年に自動車レースが行われました。

どのレースも、日本で初めてのことでした。（第三版１８０～１８１頁、第四版

１６１～１６２頁） 

 

 

問４５．正解 ア  

ソメイヨシノは、吉野
よ し の

桜
ざくら

などと呼ばれていましたが、上野の博物館員の藤野
ふ じ の

寄
き

命
めい

により１９００（明治３３）年にその名が発表され、広く知られるようになりま

した。（第三版１７７頁、第四版１５９頁） 
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問３８．正解 ア  

ロッシュは駐
ちゅう

日
にち

フランス公使
こ う し

、パークスは駐日イギリス公使、ゴローニンはロ

シアの軍艦
ぐんかん

「ディアナ号」の船長です。（第三版１６６頁、第四版１４９～１５０

頁） 

 

 

問３９．正解 イ  

東京には５つの目の色をした五色
ご し き

不動
ふ ど う

があり、五色とは目白・目赤・目黒・目

青・目黄の各不動のことです。現在の目白（豊島区）・目黒（目黒区）の地名は、

この五色不動にちなんだものです。（第三版１３５頁、第四版１２０頁） 

 

 

問４０．正解 イ  

葛飾
かつしか

北斎
ほくさい

は、勝川
かつかわ

春
しゅん

章
しょう

の弟子
で し

でしたが、破門
は も ん

されてしまいました。北斎は、

様々な画風
が ふ う

を学び、９０歳で亡くなるまでたくさんの作品を残しました。（第三版

１５４～１５５頁、第四版１３９頁） 

 

 

問４１．正解 ア  

江戸
え ど

時代中期に『誹風
はいふう

柳
やなぎ

多留
だ る

』という本を出して有名になりました。柄
から

井家
い け

は

代々、浅草新堀端
しんぼりばた

の地主でした。川柳
せんりゅう

という号は代々社中
しゃちゅう

で受け継がれ、現在は

１６世尾藤
び と う

川柳です。（第三版１６５頁、第四版１４９頁） 

 

 

 

問３７．正解 エ  

 

池波正太郎は１９２３（大正１２）年に生まれました。上野・浅草を故郷とし、
いけなみしょうたろう こきょう

江戸の下町を舞台とした数々の時代小説を残しました。台東区立中央図書館内には、
え ど ぶ たい

池波正太郎記念文庫が設けられています。（第三版１６９頁、第四版１５２頁） 
もう
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問４２．正解 ア  

テキストには写真も掲載
けいさい

されていますが、木製
もくせい

信号機は１９１９（大正８）年に

上野松坂屋前の広小路交差点に設置
せ っ ち

されたのが日本での始まりです。この標識板
ひょうしきばん

には「トマレ」「ススメ」とカタカナで書かれていて、当初は手動で標識板を回し

て用いていました。電灯式のものは昭和に入ってからのものです。（第三版１８８

頁、第四版１６８頁）   

 

 

問４３．正解 イ  

１８７２（明治５）年、外国人居留地
きょりゅうち

となっていた築地
つ き じ

において外国の要人をも

てなす場が必要とされたことから、ホテル築地精養軒
せいようけん

が開業しました。しかし、同

日に起こった銀座の大火で、築地精養軒は開業当日に全焼してしまいます。それで

も翌年
よくねん

には精養軒は再建
さいけん

され、明治９年には上野公園内に上野精養軒がオープンし

ました。その後上野精養軒は、日本で最初の本格
ほんかく

的な西洋式レストランとして、明

治期における洋食文化の中心的存在
そんざい

となっていきました。（第三版１７２頁、第四

版１５４頁） 

 

 

問４４．正解 エ  

不忍
しのばずの

池
いけ

では、１８９８（明治３１）年に自転車レース、１９０１（明治３４）

年にオートバイレース、１９０２（明治３５）年に自動車レースが行われました。

どのレースも、日本で初めてのことでした。（第三版１８０～１８１頁、第四版

１６１～１６２頁） 

 

 

問４５．正解 ア  

ソメイヨシノは、吉野
よ し の

桜
ざくら

などと呼ばれていましたが、上野の博物館員の藤野
ふ じ の

寄
き

命
めい

により１９００（明治３３）年にその名が発表され、広く知られるようになりま

した。（第三版１７７頁、第四版１５９頁） 
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問４６．正解 ウ  

１９４９（昭和２４）年に両校が統合され東京藝術
げいじゅつ

大学となりました。（第三

版１７７～１７８頁、第四版１５９～１６０頁） 

 

 

問４７．正解 イ  

この作品は朝倉
あさくら

文夫
ふ み お

の作品です。アの旧岩崎家
きゅういわさきけ

住宅
じゅうたく

は越
えち

後
ご

高田藩
たかだはん

榊原家
さかきばらけ

の屋
や

敷
しき

地
ち

で、ここに三菱
みつびし

財閥
ざいばつ

の岩崎久
ひさ

彌
や

が邸宅
ていたく

を建てたものです。アトリエではありませ

ん。ウの一円
いちえん

庵
あん

は江戸
え ど

千家
せ ん け

七代目の蓮々
れんれん

斎
さい

が建てた茶室（都
と

有形
ゆうけい

文化
ぶ ん か

財
ざい

）。エの

横山
よこやま

大観
たいかん

は日本画家です。（第三版１９５頁、第四版１７５頁） 

 

 

問４８．正解 イ  

この問題の最大のヒントは世界
せ か い

文化
ぶ ん か

遺産
い さ ん

に登録されたということです。アの旧
きゅう

東

京音楽学校奏楽堂
そうがくどう

は重要
じゅうよう

文化
ぶ ん か

財
ざい

に登録されていますが、世界文化遺産の登録では

ありません。ウの東京国立博物館も重要文化財ではありますが、世界文化遺産に

は登録されていません。エの表慶館
ひょうけいかん

は東京国立博物館の敷地内
しきちない

に建設
けんせつ

された美
び

術
じゅつ

館
かん

で、やはり重要文化財ではありますが、世界文化遺産の登録はないものです。

（第三版２０７頁、第四版１８７頁） 

 

 

問４９．正解 イ  

講
こう

道館
どうかん

は文京区に移転
い て ん

、再建
さいけん

されました。一方、永
えい

昌寺
しょうじ

は現在
げんざい

東上野にあり、

発祥
はっしょう

の地の石碑
せ き ひ

が置いてあります。柔道は世界に広く普及
ふきゅう

し、オリンピック種目

にもなっています。（第三版１８９頁、第四版１６９・１７０頁） 

 

 

問５０．正解 イ  

樋口
ひ ぐ ち

一葉
いちよう

は明治時代の女流作家です。一葉の代表作『たけくらべ』は、下谷
し た や

龍
りゅう

泉
せん

寺町
じ ま ち

に住んでいたときに構想を得て執筆
しっぴつ

されました。（第三版１９７頁、第四版

１７７頁） 
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問４６．正解 ウ  

１９４９（昭和２４）年に両校が統合され東京藝術
げいじゅつ

大学となりました。（第三

版１７７～１７８頁、第四版１５９～１６０頁） 

 

 

問４７．正解 イ  

この作品は朝倉
あさくら

文夫
ふ み お

の作品です。アの旧岩崎家
きゅういわさきけ

住宅
じゅうたく

は越
えち

後
ご

高田藩
たかだはん

榊原家
さかきばらけ

の屋
や

敷
しき

地
ち

で、ここに三菱
みつびし

財閥
ざいばつ

の岩崎久
ひさ

彌
や

が邸宅
ていたく

を建てたものです。アトリエではありませ

ん。ウの一円
いちえん

庵
あん

は江戸
え ど

千家
せ ん け

七代目の蓮々
れんれん

斎
さい

が建てた茶室（都
と

有形
ゆうけい

文化
ぶ ん か

財
ざい

）。エの

横山
よこやま

大観
たいかん

は日本画家です。（第三版１９５頁、第四版１７５頁） 

 

 

問４８．正解 イ  

この問題の最大のヒントは世界
せ か い

文化
ぶ ん か

遺産
い さ ん

に登録されたということです。アの旧
きゅう

東

京音楽学校奏楽堂
そうがくどう

は重要
じゅうよう

文化
ぶ ん か

財
ざい

に登録されていますが、世界文化遺産の登録では

ありません。ウの東京国立博物館も重要文化財ではありますが、世界文化遺産に

は登録されていません。エの表慶館
ひょうけいかん

は東京国立博物館の敷地内
しきちない

に建設
けんせつ

された美
び

術
じゅつ

館
かん

で、やはり重要文化財ではありますが、世界文化遺産の登録はないものです。

（第三版２０７頁、第四版１８７頁） 

 

 

問４９．正解 イ  

講
こう

道館
どうかん

は文京区に移転
い て ん

、再建
さいけん

されました。一方、永
えい

昌寺
しょうじ

は現在
げんざい

東上野にあり、

発祥
はっしょう

の地の石碑
せ き ひ

が置いてあります。柔道は世界に広く普及
ふきゅう

し、オリンピック種目

にもなっています。（第三版１８９頁、第四版１６９・１７０頁） 

 

 

問５０．正解 イ  

樋口
ひ ぐ ち

一葉
いちよう

は明治時代の女流作家です。一葉の代表作『たけくらべ』は、下谷
し た や

龍
りゅう

泉
せん

寺町
じ ま ち

に住んでいたときに構想を得て執筆
しっぴつ

されました。（第三版１９７頁、第四版

１７７頁） 

 




